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今
上
陛
下
の

ご
譲
位
表
明
に

よ
り
明
年
四
月

で
平
成
の
御
代
は
終
わ
り
を
告
げ
る
こ

と
と
な
り
ま
す
。

　

ご
承
知
の
よ
う
に
、日
本
で
は
元
号
が

替
わ
り
ま
す
。普
段
生
活
の
中
で
私
た
ち

は
、あ
た
り
ま
え
の
よ
う
に
明
治
・
大
正
・

昭
和
の
時
代
と
呼
ん
で
そ
の
時
代
を
共

に
過
ご
し
振
り
返
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
西
暦
も
併
用
し
て
使
用
し
て

い
ま
す
。

　

し
か
し
、こ
の
元
号
の
歴
史
や
文
化
に

つ
い
て
私
た
ち
は
ど
の
程
度
知
っ
て
い

る
で
し
ょ
う
か
。

　

元
号
は
今
か
ら
約
千
四
百
年
前
の
飛

鳥
時
代
、当
時
の
先
進
国
で
あ
っ
た
唐

（
現
代
の
中
国
）か
ら
取
り
入
れ
ら
れ
ま

し
た
。
最
初
の
元
号
は
「
大
化
」（
西
暦

六
四
五
）で
す
。平
成
ま
で
二
四
七
の
元

号
を
数
え
ま
す
。昔
は
天
皇
陛
下
の
御
代

替
わ
り
や
国
の
大
き
な
吉
事
凶
事
の
時

な
ど
に
も
改
元
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

明
治
時
代
か
ら
は
時
の
天
皇
陛
下
が

即
位
さ
れ
る
と
一
代
に
一
つ
の
元
号
が

つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。古
来

よ
り
日
本
は
君
主
で
あ
ら
れ
る
天
皇
陛

下
と
国
民
と
の
強
い
紐
帯
に
よ
っ
て
成

り
立
っ
て
き
ま
し
た
。一
代
の
天
皇
さ
ま

と
時
代
を
共
有
し
て
生
き
て
き
た
深
い

感
慨
が
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
の
が
元
号

で
す
。

　

ま
た
、元
号
に
は
天
皇
陛
下
や
国
民
の

理
想
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。た
と
え

ば
、今
の「
平
成
」の
字
は
中
国
の
歴
史
書

で
あ
る「
史
記
」や「
書
経
」な
ど
か
ら
の

引
用
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。﹃
内
平
外
成
﹄

（
内
平
ら
か
に
外
成
る
）或
い
は﹃
地
平
天

成
﹄（
地
平
ら
か
に
天
成
る
）と
の
意
味
が

あ
る
そ
う
で
す
。

　

日
本
は
世
界
の
諸
国
と
親
善
交
流
を

深
め
平
和
で
共
存
共
栄
す
る
こ
と
を
常

に
念
願
し
て
き
ま
し
た
。来
る
新
し
い
御

代
の
元
号
も
次
世
代
を
担
う
人
々
の
理

想
や
象
徴
と
な
り
よ
り
良
い
国
家
と
し

て
発
展
す
る
よ
う
祈
念
す
る
と
共
に
皇

位
継
承
に
か
か
る
一
連
の
儀
式
も
古
来

同
様
歴
史
・
伝
統
文
化
に
添
う
意
義
深
い

も
の
と
な
る
よ
う
祈
念
す
る
次
第
で
す
。

発　行　所
〒010-0946

秋田市川尻総社町14-6

総 社 神 社
h t t p : / / s o s h a - j . j p

御
代
替
わ
り
に
思
う

総
社
神
社
　
宮
司
　
川
尻
　
孝
紀

第 40 回 観月祭と邦楽の夕べ



第5号　(2)香　　　雲平成30年10月19日

一
月

元　

旦　

歳
旦
祭

八　

日　
（
成
人
の
日
）ど
ん
と
祭

　
　
　
　

餅
つ
き
行
事
奉
仕

　
　
　
　

青
年
会
・
敬
神
婦
人
会

十
四
日　

ブ
ラ
ウ
ブ
リ
ッ
ツ
秋
田

　
　
　
　

必
勝
祈
願
祭

十
九
日　

月
次
祭

二
十
日　

青
年
会
新
年
会

二
十
八
日　

川
尻
本
町
春
祈
禱
祭

　
　
　
　
（
川
尻
本
町
集
会
所
）

二
月

三　

日　

節
分
祭
豆
ま
き
神
事

十　

日　

交
通
安
全
協
会
川
尻
支
部

　
　
　
　

安
全
祈
願
祭

十
一
日　

建
国
記
念
の
日

　
　
　
　

奉
祝
秋
田
県
大
会

十
八
日　

肝
煎
町
春
祈
禱
祭

　
　
　
　
（
肝
煎
町
会
館
）

十
九
日　

祈
年
祭
併
せ
月
次
祭

三
月

十
九
日　

月
次
祭

三
十
日　

交
通
安
全
協
会
旭
南
支
部

　
　
　
　

安
全
祈
願
祭

　
　
　
　
（
旭
南
コ
ミ
セ
ン
）

四
月

七　

日　

境
内
清
掃
打
合
せ
会
議

九　

日　

崇
敬
会
理
事
会

十
四
日　

第
一
回
境
内
清
掃

十
五
日　

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
秋
田

　
　
　
　

第
31
団
育
成
会
総
会
・

　
　
　
　

上
進
式

十
九
日　

月
次
祭
・
崇
敬
会
総
会

二
十
九
日　

昭
和
祭
・
第
二
十
七
回

　
　
　
　

秋
田
県
出
身
特
攻
隊

　
　
　
　

慰
霊
祭

五
月

一　

日　

神
社
総
代
会
総
会

十
二
日　

第
二
回
境
内
清
掃

十
五
日　

敬
神
婦
人
会
清
掃
奉
仕

　
　
　
　

敬
神
婦
人
会
総
会

十
八
日　

春
季
例
祭
宵
宮
祭

十
九
日　

春
季
例
祭
当
日
祭

二
十
四
日
～
二
十
五
日

　
　
　
　

山
王
中
二
年
生
職
場
体
験

六
月

二　

日　

氏
青
東
北
大
会

　
　
　
　
（
秋
田
市
開
催
）

三　

日　

秋
田
県
鳶
土
木
連
合
会

　
　
　
　

安
全
祈
願
祭

九　

日　

第
三
回
境
内
清
掃

十
六
日　

青
年
会
例
会

十
七
日　

鹿
嶋
祭
り（
西
表
町
・
毘
沙

　
　
　
　

門
町
・
肝
煎
町
）

十
九
日　

月
次
祭

二
十
六
日　

川
尻
小
学
校
ふ
る
さ
と

　
　
　
　

集
会
に
て
雅
楽
演
奏

三
十
日　

第
二
十
三
回
秋
田
刑
務
所

　
　
　
　

安
全
祈
願
祭

三
十
日　

夏
越
大
祓
式

七
月

十
四
日　

第
四
回
境
内
清
掃

十
九
日　

月
次
祭

二
十
八
日　

青
年
会
例
会
・
暑
気
払
い

八
月

三　

日　

第
17
回
日
本
ス
カ
ウ
ト

　
　
　
　

ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
派
遣
隊

　
　
　
　

安
全
祈
願
祭（
第
31
団
）

十
一
日　

第
五
回
境
内
清
掃

十
七
日　

早
駒
神
社
例
祭

十
八
日　

川
尻
の
夏
祭
り

十
九
日　

月
次
祭

九
月

十
五
日　

青
年
会
例
会　

十
九
日　

月
次
祭

二
十
四
日　

十
五
夜

　
　
　
　

観
月
祭
と
邦
楽
の
夕
べ　

十
月

十
八
日　

秋
季
例
祭
宵
宮
祭

十
九
日　

秋
季
例
祭
当
日
祭

十
一
月

十
五
日　

七
五
三
参
り

十
九
日　

月
次
祭

下　

旬　

干
支
大
絵
馬
揮
毫

十
二
月

第
一
日
曜　

干
支
大
絵
馬
奉
納
式

十
九
日　

月
次
祭

　
　
　
　

神
社
大
忘
年
会

下　

旬　

煤
払
い

二
十
八
日　

餅
つ
き
行
事

　
　
　
　

青
年
会
・
敬
神
婦
人
会

　
　
　
　

奉
仕

大
晦
日　

師
走
大
祓
式

祭
礼
行
事
暦

平
成
三
十
年
元
日
〜
九
月

十
月
以
降
の
祭
礼
行
事
予
定 総社神社ご祭礼



(3)　第5号 香　　　雲 平成30年10月19日

総
社
神
社
総
代

芳
賀
　
龍
平

　

平
成
三
十
年
の
夏
は
感
動
と
感
激
で

日
本
中
が
沸
き
熱
狂
し
た
。

　

第
一
〇
〇
回
全
国
高
校
野
球
選
手
権

記
念
大
会
で
金
足
農
高
が
準
優
勝
に
輝

い
た
。選
手
た
ち
の
活
躍
に
惜
し
み
な
い

拍
手
を
送
り
、心
か
ら
賞
賛
す
る
。

　

金
足
農
高
チ
ー
ム
全
員
が
笑
顔
で
全

力
プ
レ
ー
す
る
姿
、強
豪
高
を
次
々
と
撃

破
す
る
快
進
撃
と
九
回
裏
か
ら
の
逆
転

サ
ヨ
ナ
ラ
勝
ち
、校
歌
を
お
も
い
っ
き
り

全
力
で
歌
う
姿
、踏
み
つ
ぶ
さ
れ
て
も
屈

し
な
い
で
芽
を
出
す
強
靭
な
雑
草
の
よ

う
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
勝
ち
進
ん
で

行
く
姿
に
興
奮
し
感
動
し
た
。

　

快
進
撃
は
初
戦
の
強
豪
校
鹿
児
島
実

高
に
五
対
一
で
快
勝
し
て
始
ま
っ
た
。大

垣
日
大
高
と
の
二
回
戦
、三
対
三
の
同
点

膠
着
状
況
の
八
回
裏
、大
友
選
手
の
打
球

が
左
翼
ポ
ー
ル
際
に
吸
い
込
ま
れ
る
と

大
観
衆
が
一
気
に
湧
い
た
。見
事
六
対
三

で
勝
利
を
収
め
た
。

　

優
勝
候
補
の
一
角
の
横
浜
高
と
の
三

回
戦
。横
浜
高
に
２
対
４
で
勝
ち
越
さ
れ

た
八
回
裏
、こ
の
ま
ま
押
し
切
ら
れ
る
か

と
思
わ
れ
る
流
れ
の
中
、高
橋
選
手
の
起

死
回
生
の
一
振
り
が
場
内
の
雰
囲
気
を

変
え
た
。フ
ル
ス
イ
ン
グ
で
捉
え
た
打

球
は
セ
ン
タ
ー
を
超
え
る
逆
転
三
点
本

塁
打
と
な
り
、５
対
４
で
強
豪
横
浜
高

を
倒
す
大
金
星
を
手
繰
り
寄
せ
た
。「
す

ご
い
・
奇
跡
・
神
が
か
り
」と
興
奮
し
た
。

九
回
表
、吉
田
投
手
を
後
押
し
す
る「
吉

田
コ
ー
ル
」が
湧
き
上
が
り
、そ
れ
に
応

え
る
よ
う
に
三
者
連
続
三
振
で
締
め
く

く
っ
た
。強
豪
高
に
立
ち
向
か
う
姿
勢
を

後
押
し
す
る
大
観
衆
の
声
援
、応
援
団
の

熱
気
は
最
高
潮
に
、手
を
た
た
き
、勝
利

の
喜
び
を
分
か
ち
合
っ
た
。固
唾
を
の
ん

で
テ
レ
ビ
中
継
を
見
守
る
私
は
思
わ
ず

立
ち
上
が
り「
バ
ン
ザ
イ
」し
な
が
ら
勝

利
に
酔
い
し
れ
た
。

　

準
々
決
勝
の
近
江
高
戦
は
１
対
２
、一

点
リ
ー
ド
を
許
す
九
回
の
裏
の
攻
撃
、無

死
満
塁
で
打
席
に
立
つ
斉
藤
選
手
は
後

押
し
し
て
く
れ
る
大
観
衆
の「
大
声
援
」

を
味
方
に﹃
こ
の
回
で
決
め
て
や
ろ
う
﹄

と
可
能
性
を
信
じ
三
塁
寄
り
に
ス
ク
イ

ズ
を
し
た
。﹃
決
め
た
・
決
め
た
﹄三
走
の

高
橋
選
手
が
ホ
ー
ム
ベ
ー
ス
を
目
指
し

て
モ
ウ
ダ
ッ
シ
ュ
で
駆
け
込
み
同
点
。二

走
の
菊
池
選
手
は
思
い
き
り
の
い
い
好

走
塁
で
一
気
に
本
塁
を
陥
れ
、間
一
髪
で

サ
ヨ
ナ
ラ
勝
ち
を
も
ぎ
取
っ
た
。菊
地

選
手
は「
三
塁
手
が
捕
れ
ば
、背
後
を
走

る
自
分
が
見
え
な
い
。そ
の
ま
ま
ホ
ー
ム

に
突
っ
込
も
う
と
考
え
て
い
た
。練
習
で

い
つ
も
や
っ
て
い
る
プ
レ
ー
で
す
」と
冷

静
に
振
り
返
っ
た
。二
ラ
ン
ス
ク
イ
ズ
を

や
っ
て
の
け
た
菊
池（
彪
）選
手
は
川
尻

小
学
校
・
山
王
中
学
校
卒
業
生
で
あ
り
、

後
輩
た
ち
に
熱
戦
の
報
告
に
来
て
い
た
。

　

県
勢
と
し
て
一
○
三
年
ぶ
り
、第
一
○

○
回
の
記
念
大
会
で
た
ど
り
着
い
た
決

勝
進
出
は
何
と
不
思
議
な
歴
史
の
巡
り

合
わ
せ
だ
ろ
う
か
。悲
願
の
初
優
勝
に
は

届
か
な
か
っ
た
が
、選
手
た
ち
は
持
て
る

力
を
出
し
切
っ
た
。公
立
の
高
校
が
甲
子

園
常
連
の
私
立
高
校
を
際
ど
い
試
合
で

次
々
と
撃
破
す
る
姿
に
爽
快
感
で
い
っ

ぱ
い
に
な
っ
た
。

　

最
後
ま
で
諦
め
ず
に
勝
利
を
狙
う
姿

勢
が
大
観
衆
の
共
感
と
称
賛
を
よ
び
、全

国
に
金
足
農
高
旋
風
を
巻
き
起
こ
し
た
。

連
日
の
よ
う
に
数
多
く
の
テ
レ
ビ
・
新
聞

が
好
意
的
に
取
り
上
げ
大
き
く
報
じ
て

く
れ
て
嬉
し
か
っ
た
。金
足
農
業
高
校
ナ

イ
ン
が
築
い
た
感
動
の
奇
跡
は
末
永
く

記
憶
に
残
り
、語
り
継
が
れ
て
行
く
こ
と

で
し
ょ
う
。

 

感
動
を
あ
り
が
と
う
！

金
足
農
業
高
校

金農野球部校歌熱唱
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総
社
神
社
総
代

黒
澤
　
紘

　

今
回
「
現
代
ス
ポ
ー
ツ
と
健
康
」
を

テ
ー
マ
に
原
稿
を
依
頼
さ
れ
ま
し
た
。

　

私
な
り
に
考
え
た
事
を
記
載
し
た
い

と
思
い
ま
す
。ま
ず
こ
れ
か
ら
は
高
齢
者

社
会
に
な
り
、ス
ポ
ー
ツ
を
し
な
が
ら
健

康
を
維
持
し
て
行
く
こ
と
が
大
切
で
あ

る
と
思
い
ま
す
。ま
た
、健
康
増
進
と
生

き
が
い
づ
く
り
の
為
に
ス
ポ
ー
ツ
に
親

し
む
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
環
境
作
り

も
大
事
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

何
年
か
前
に
市
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

が
ス
ポ
ー
ツ
に
つ
い
て
デ
ー
タ
を
取
っ

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。そ
の
結
果
運
動
を

行
う
こ
と
が
好
き
な
人
７
割
、ス
ポ
ー
ツ

を
観
戦
す
る
こ
と
が
好
き
な
人
８
割
と

い
う
結
果
が
出
て
い
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
を
行
っ
た
理
由
と
し
て
は

健
康
や
体
力
の
保
持
増
進
を
目
的
と
し

 
現
代
ス
ポ
ー
ツ
と
健
康

て
い
る
人
が
最
も
多
く
、ス
ポ
ー
ツ
を
生

活
に
取
り
入
れ
て
健
康
を
維
持
し
よ
う

と
す
る
人
が
大
変
多
く
な
っ
て
い
る
よ

う
で
す
。そ
し
て
行
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
の
種

目
を
み
る
と
、散
歩
や
軽
い
体
操
が
上
位

を
占
め
て
お
り
、場
所
や
道
具
、季
節
を

問
わ
ず
行
え
る
ス
ポ
ー
ツ
が
多
く
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
状
況
を
考
え
れ
ば
、健
康
を

実
感
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
を
基
本
目
標
に

市
民
の
み
な
さ
ん
が
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
を

主
体
的
に
行
う
活
動
の
ほ
か
、ス
ポ
ー
ツ

を
見
て
楽
し
む
、或
い
は
ス
ポ
ー
ツ
と
健

康
を
支
援
す
る
活
動
に
関
わ
っ
て
行
く

こ
と
も
大
切
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

今
私
が
地
域
で
関
わ
っ
て
い
る
健
康

と
ス
ポ
ー
ツ
で
は
、平
成
二
十
二
年
か
ら

行
っ
て
い
る
体
力
づ
く
り
教
室
で
、秋
田

市
保
健
所
か
ら
依
頼
さ
れ
た
事
業
が
あ

り
ま
す
。対
象
者
は
65
歳
以
上
の
男
女
で

会
員
は
現
在
40
名
。月
２
回
の
ペ
ー
ス
で

行
っ
て
い
ま
す
。準
備
体
操
か
ら
始
ま

り
、柔
軟
体
操
、10
メ
ー
ト
ル
障
害
物
歩

行
、反
復
横
と
び
、開
眼
片
足
立
ち
、セ
ラ

バ
ン
ド
を
使
っ
た
簡
単
な
筋
力
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
な
ど
を
行
い
ま
す
。ま
た
、現
代

ス
ポ
ー
ツ
の
ユ
ニ
カ
ー
ル
、フ
ロ
ア
カ
ー

リ
ン
グ
な
ど
の
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
な
が

ら
行
っ
て
お
り
、秋
田
市
の
ユ
ニ
カ
ー
ル

大
会
で
す
ば
ら
し
い
成
績
も
上
げ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
教
室
の
一
番
の
目
的
は
、健
康
第

一
で
す
が
、高
齢
者
の
う
つ
病
、ぼ
け
防

止
や
認
知
症
予
防
に
も
効
果
が
あ
り
ま

す
。そ
し
て
み
な
さ
ん
と
会
話
し
、多
く

の
友
だ
ち
を
作
り
、楽
し
く
継
続
し
て
行

く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

総
社
神
社
青
年
会

渡
部
　
顕

　

こ
の
度
、宮
司
様
の
お
計
ら
い
に
よ
り

「
総
社
神
社
限
定
ミ
ニ
チ
ュ
ア
纏
お
守

り
」を
制
作
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　

私
は
三
年
前
、消
防
を
早
期
退
職
し
、現

在
は
、縁
起
物
の
纏
制
作
を
な
り
わ
い
と

し
て
い
ま
す
。こ
の
度
の「
お
守
り
」制
作

の
お
話
を
い
た
だ
い
た
時
は
、嬉
し
さ
と

同
時
に
身
が
引
き
締
ま
る
思
い
で
し
た
。

　

住
民
の
永
遠
の
繁
栄
を
願
い
、心
を
込

め
て
お
作
り
致
し
ま
す
。デ
ビ
ュ
ー
は
来

年
元
日
と
な
り
ま
す
の
で
、ご
興
味
の
あ

る
方
は
社
務
所
に
て
お
求
め
下
さ
い
。

　

さ
て
、纏
に
つ
い
て
少
々
記
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

江
戸
時
代
、江
戸
町
人
が
住
む
地
域
の

火
災
は「
い
ろ
は
」の
組
に
分
か
れ
た
町

火
消
し
に
よ
っ
て
消
火
が
行
わ
れ
、纏
は

各
組
の
旗
印
で
し
た
。

 

纏（
ま
と
い
）の
お
守
り

ユニカール
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組
の
う
ち
で
体
力
、威
勢
共
に
優
れ
た

者
が「
纏
持
ち
」に
任
命
さ
れ
、現
場
で
は

纏
持
ち
が
纏
を
振
り
立
て
て
消
火
活
動
の

目
印
と
す
る
と
共
に
仲
間
た
ち
の
士
気
を

鼓
舞
し
ま
し
た
。纏
持
ち
が
上
が
っ
た
家

が
焼
け
れ
ば
、纏
も
纏
持
ち
と
一
緒
に
燃

え
て
し
ま
う
た
め「
纏
を
焼
く
な
」と
ば
か

り
各
自
が
必
死
に
働
い
た
の
で
す
。

　

大
江
戸
三
男
と
は
、与
力
・
相
撲
取
り
、

そ
し
て
火
消
し
で
す
。町
火
消
し
の
粋
な

姿
と
纏
は
、江
戸
の
町
民
に
大
変
頼
も
し

く
見
え
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

さ
ら
に
、纏
に
関
し
て
は
面
白
い
エ
ピ

ソ
ー
ド
が
あ
り
ま
す
。纏
の
白
い
ヒ
ラ
ヒ

ラ
し
た
部
分
を
馬
簾（
ば
れ
ん
）と
い
い

ま
す
が
、纏
を
振
り
回
す
と
、こ
の
馬
簾

が「
飛
火
」を
防
ぐ
こ
と
か
ら
、江
戸
の
町

民
は
幼
児
の
顔
や
身
体
に
よ
く
出
来
る

皮
膚
病
の「
ト
ビ
ヒ
」を「
飛
火
」に
ひ
っ

か
け
ま
し
た
。す
る
と
、馬
簾
が
あ
れ
ば

ト
ビ
ヒ
が
治
る
と
い
う
こ
と
で
、鳶
頭
の

家
か
ら
は
頻
繁
に
馬
簾
が
盗
ま
れ
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

い
つ
の
時
代
も
安
寧
を
願
う
想
い
は

不
変
で
す
。

　

総
社
神
社
限
定
ミ
ニ
チ
ュ
ア
纏
お
守

り
。来
年
の
元
日
、ど
う
か
お
手
に
取
っ

て
ご
覧
下
さ
い
ま
せ
。

※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
ま
と
い
工
房
南
天
」

　

で
検
索
し
て
下
さ
い
。

年
に
一
度
お
月
見
に
集
う
会

第
四
十
回

　

観
月
祭
と
邦
楽
の
夕
べ

総
社
神
社
宮
司
　
川
尻
　
孝
紀

　

毎
年
太
陰
暦
八
月
十
五
日
の
十
五
夜

に
年
に
一
度
お
月
見
に
集
う
会
と
し
て

始
め
た「
観
月
祭
と
邦
楽
の
夕
べ
」は
四
十

年
を
数
え
る
事
と
な
り
ま
し
た
。当
初
は

雅
楽
の
上
達
の
た
め
に
有
志
が
集
っ
て

温
習
会
と
し
て
始
ま
り
ま
し
た
。会
場
も

神
社
で
あ
っ
た
り
千
秋
公
園
で
あ
っ
た

り
で
定
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。私
が

総
社
神
社
に
定
住
す
る
よ
う
に
な
っ
た

平
成
か
ら
総
社
神
社
境
内
で
舞
台
を
設

置
し
て
行
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

や
が
て
、様
々
の
邦
楽
演
奏
者
と
も
ご

縁
が
広
が
り
各
演
奏
団
体
か
ら
も
出
演

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

県
内
神
職
で
雅
楽
を
同
好
す
る
有
志
、琵

琶
の
先
生
、能
楽
・
謡
曲
の
有
志
、尺
八
・

箏
の
演
奏
者
な
ど
す
ば
ら
し
い
出
会
い

が
あ
り
ま
し
た
。こ
れ
は
正
に
ご
神
縁
に

他
な
ら
な
い
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

お
月
見
行
事
は
全
国
各
地
で
盛
ん
に

行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、元
々
月
の
満
ち

欠
け
は
農
作
と
密
接
な
関
係
が
あ
り
ま

し
た
。欠
け
の
な
い
望
月
は
豊
年
万
作
の

豊
穣
や
願
い
事
の
成
就
を
象
徴
す
る
こ

と
か
ら
特
に
中
秋
の
名
月
に
は
稲
穂
に

見
立
て
た
ス
ス
キ
に
秋
の
草
花
を
添
え
、

芋
・
豆
や
栗
な
ど
の
収
穫
物
を
月
の
神

（
月

つ
き
よ
み
の
み
こ
と

読
尊
）に
捧
げ
収
穫
の
恵
み
に
感
謝

纏のお守り

神前神楽　浦安の舞 神前神楽　悠久の舞

し
家
族
そ
ろ
っ
て
お
祝
い
し
て
き
た
行

事
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
こ
の
す
ば
ら
し
い
行
事

の
意
義
を
後
世
に
伝
え
な
が
ら
、拙
い

演
奏
で
は
あ
り
ま
す
が
、精
進
し
て
が
ん

ば
っ
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。地
域
の

皆
様
も
共
に
優
雅
な
一
夜
に
ご
一
緒
に

参
加
鑑
賞
い
た
だ
け
ま
し
た
ら
幸
い
に

存
じ
ま
す
。
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秋
田
第
三
十
一
団

佐
藤
　
文
俊

　

八
月
三
日
夕
方
、総
社
神
社
社
殿
に
て

安
全
祈
願
祭
を
行
っ
た
後
、一
路
能
登
半

島
の
先
端
で
開
催
さ
れ
た
第
十
七
回
日

本
ス
カ
ウ
ト
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
に
秋
田
県

派
遣
隊
副
長
と
し
て
、六
泊
七
日
の
野
営

生
活
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
ス
カ
ウ
ト
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
は
四

年
に
一
度
の
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
の
全
国

大
会
で
、全
国
か
ら
約
一
万
三
千
人
と
、

海
外
か
ら
の
参
加
ス
カ
ウ
ト
を
交
え
て

の
と
て
も
大
き
な
大
会
で
す
。秋
田
県
か

ら
は
、大
会
ス
タ
ッ
フ
、派
遣
団
、派
遣
隊

総
勢
四
十
五
名
が
参
加
し
、当
三
十
一
団

か
ら
は
、指
導
者
五
名
、ス
カ
ウ
ト
九
名

（
小
学
六
年
生
か
ら
高
校
二
年
生
ま
で
）

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

大
会
期
間
中
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、ま

た
秋
田
県
の
テ
ン
ト
サ
イ
ト
か
ら
開
会

式
や
閉
会
式
が
行
わ
れ
る
ア
リ
ー
ナ
ま

で
も
近
く
、と
て
も
条
件
の
い
い
場
所
で

長
期
間
過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

開
会
式
の
翌
日
に
は
、三
十
一
団
育
成

会
会
長
の
川
尻
宮
司
と
田
子
真
団
員
が
、

と
て
も
暑
い
中
大
き
な
ス
イ
カ
三
個
と

お
菓
子
な
ど
た
く
さ
ん
の
差
し
入
れ
の

品
々
を
持
参
の
上
、会
場
を
訪
問
し
て
い

た
だ
き
、ス
イ
カ
は
他
県
ス
カ
ウ
ト
と
の

交
流
会
で
お
い
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

長
期
野
営
生
活
を
通
じ
、ス
カ
ウ
ト
が

仲
間
を
信
じ
協
力
す
る
大
切
さ
と
、新
た

な
感
動
を
体
感
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ

と
で
し
ょ
う
。

　

こ
の
大
会
に
向
け
て
、一
昨
年
か
ら
参

加
者
の
負
担
軽
減
を
目
的
に
、総
社
神
社

年
中
祭
礼
・
行
事

一
月
　
　
　
　
　
歳
旦
祭

　
　
　
　
　
　
　
ど
ん
と
祭

二
月
　
　
　
　
　
節
分
祭
・
厄
祓
い

五
月
十
八
日
　
　
春
季
例
祭
宵
宮
祭

五
月
十
九
日
　
　
春
季
例
祭
当
日
祭

六
月
三
十
日
　
　
夏
越
大
祓
式

九
月
二
十
四
日
　
十
五
夜

　
　
　
　
　
　
　
観
月
祭
と

　
　
　
　
　
　
　
邦
楽
の
夕
べ

十
月
十
八
日
　
　
秋
季
例
祭
宵
宮
祭

十
月
十
九
日
　
　
秋
季
例
祭
当
日
祭

十
一
月
十
五
日
　
七
五
三
参
り

十
二
月
上
旬
　
　
大
絵
馬
奉
納
式

十
二
月
下
旬
　
　
煤
払
い
式

十
二
月
下
旬
　
　
餅
搗
き

十
二
月
大
晦
日
　
師
走
大
祓
式

毎
月
十
九
日
　
　
月
次
祭

 

第
17
回
日
本
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー

 
に
参
加
し
て

春
祭
り
の
際
に
、焼
き
鳥
や
焼
き
そ
ば
を

販
売
し
、川
尻
周
辺
の
皆
様
か
ら
購
入
し

て
い
た
だ
き
、参
加
費
用
の
一
部
を
大
会

参
加
指
導
者
や
保
護
者
に
還
元
す
る
こ
と

が
き
ま
し
た
こ
と
を
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

最
後
に
、金
足
農
業
高
校
が
甲
子
園
で

の
初
戦
を
勝
利
し
た
こ
と
を
現
地
で
知

り「
す
ご
い
な
ぁ
」と
思
っ
て
い
ま
し
た

が
、帰
っ
て
か
ら
も
勝
ち
進
む
試
合
を
楽

し
み
に
見
て
、と
う
と
う
準
優
勝
を
勝
ち

取
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。日
々
努
力
の

賜
物
で
す
。ス
カ
ウ
ト
活
動
に
も
相
通
じ

る
も
の
が
あ
る
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。

世界の仲間たち

スカウト交流
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☆
優
　
秀

虫
の
音
と
も
み
じ
が
創
る
夜
の
秋 

︵
山
王
中
二
年　

米
澤　

美
乃
︶

大
木
が
歴
史
を
語
る
総
社
の
杜 

︵
山
王
中
二
年　

大
高
さ
つ
き
︶

秋
祭
り
総
社
の
木
々
も
踊
り
だ
す 

︵
山
王
中
二
年　

戸
田　

大
尋
︶

神
の
木
々
天
ま
で
届
け
と
虫
の
声 

︵
山
王
中
一
年　

栗
岡　

怜
平
︶

神
様
と
木
々
が
見
守
る
夏
祭
り 

︵
山
王
中
一
年　

平
田　

夏
織
︶

猛
暑
日
も
総
社
の
杜
は
別
世
界 

︵
川
尻
小
六
年　

鎗
目　

麻
央
︶

杜
の
秋
風
と
落
ち
葉
が
ダ
ン
ス
す
る 
︵
川
尻
小
六
年　

細
谷　

小
春
︶

初
詣
家
族
の
夢
を
ね
が
い
ま
す 
︵
川
尻
小
六
年　

伊
藤　

心
月
︶

総
社
の
木
四
季
折
々
の
服
を
着
る 

︵
川
尻
小
五
年　

藤
原　

沙
妃
︶

コ
オ
ロ
ギ
が
総
社
の
杜
で
コ
ン
サ
ー
ト 

︵
川
尻
小
五
年　

阿
部　

柊
舞
︶

総
社
に
は
い
つ
も
自
然
の
声
が
す
る 

︵
旭
南
小
六
年　

壹
岐
真
名
人
︶

歴
史
あ
り
思
い
出
あ
り
の
木
は
太
し 

︵
旭
南
小
六
年　

安
藤　

愛
知
︶

夕
方
に
は
じ
ま
る
虫
の
演
奏
会 

︵
旭
南
小
六
年　

澤
木　

煌
明
︶

秋
風
で
神
社
の
こ
ま
犬
寒
そ
う
だ 

︵
旭
南
小
六
年　

佐
々
木
美
桜
︶

カ
ラ
フ
ル
な
紅
葉
落
ち
ば
お
ど
っ
て
る 

︵
旭
南
小
五
年　

中
野　

釉
椅
︶

以
上
十
五
句

 
平
成
三
十
年
度

 　

総
社
の
杜　

俳
句
・
川
柳
大
会
入
賞
作

☆
佳
　
作

秋
風
が
総
社
の
森
を
抜
け
て
い
く 

︵
山
王
中
二
年　

鈴
木　

悠
真
︶

総
社
の
木
爽
や
か
な
風
透
き
通
る 

︵
山
王
中
二
年　

佐
藤　

真
衣
︶

蝉
時
雨
ゆ
れ
る
木
々
と
の
ハ
ー
モ
ニ
ー 

︵
山
王
中
二
年　

堀
井　

日
向
︶

秋
の
風
さ
わ
さ
わ
木
々
を
踊
ら
せ
る 

︵
山
王
中
一
年　

福
岡　

和
奏
︶

母
の
よ
う
遊
ぶ
子
見
守
る
総
社
の
木 

︵
山
王
中
一
年　

名
古
屋
七
虹
︶

あ
つ
い
日
も
総
社
は
ぼ
く
ら
の
オ
ア
シ
ス
だ 

︵
川
尻
小
六
年　

畠
山　

恵
大
︶

虫
た
ち
が
夜
の
総
社
で
ア
ン
サ
ン
ブ
ル 

︵
川
尻
小
六
年　

八
柳　

明
結
︶

総
社
の
木
れ
き
し
を
つ
な
ぎ
今
が
あ
る 

︵
川
尻
小
五
年　

大
類　

翔
太
︶

総
社
の
木
ざ
わ
ざ
わ
ざ
わ
と
し
ゃ
べ
り
だ
す 

︵
川
尻
小
五
年　

関　
　

仁
子
︶

ア
ブ
ラ
ゼ
ミ
総
社
の
杜
で
大
合
唱 

︵
川
尻
小
五
年　

大
坂　

優
月
︶

木
々
た
ち
が
紅
色
の
葉
に
そ
ま
る 

︵
旭
南
小
六
年　

伊
藤　

吏
穂
︶

木
々
た
ち
が
静
か
に
お
ど
る
夏
の
夜 

︵
旭
南
小
六
年　

鈴
木　

愛
優
︶

秋
風
で
ひ
ん
や
り
冷
た
い
遊
具
た
ち 

︵
旭
南
小
六
年　

赤
根
谷
月
美
︶

田
の
あ
ぜ
の
揺
れ
る
提
灯
彼
岸
花 

︵
旭
南
小
五
年　

標　

あ
か
り
︶

コ
ス
モ
ス
が
風
に
ふ
か
れ
て
ぼ
ん
踊
り 

︵
旭
南
小
五
年　

飛
田　

ゆ
き
︶

以
上
十
五
句

氷
原
帯
秋
田
俳
句
会　

菅
原
孤
秋　

選

　

全
応
募
作
品
五
百
十
三
点
か
ら
優
秀
作
十
五
句
・
佳
作
十
五
句
を
本
号
文
芸
欄
に
掲
載

致
し
ま
し
た
。今
年
も
、充
実
し
た
大
会
と
な
り
ま
し
た
。児
童
・
生
徒
の
豊
か
で
瑞
々
し

い
感
性
が
光
る
素
晴
ら
し
い
作
品
が
そ
ろ
い
ま
し
た
。地
域
の
多
く
の
皆
様
に
ご
鑑
賞
い

た
だ
け
ま
し
た
ら
幸
い
に
存
じ
ま
す
。
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天
皇
陛
下
の

ご
譲
位
に
よ
る

御み

よ代
替
わ
り
が
明

年
五
月
行
わ
れ

ま
す
。前
号
で
は
天
孫
降
臨
に
あ
た
り

天あ
ま
て
ら
す
お
お
み
か
み

照
大
御
神
が
瓊に
に
ぎ
の
み
こ
と

々
杵
命
に
授
け
ら
れ

た
三
つ
の
神
し
ん
ち
ょ
く勅
に
つ
い
て
解
説
致
し
ま

し
た
。

　

今
回
は
御
代
替
わ
り
に
行
わ
れ
る

「
御ご
た
い
れ
い

大
礼
の
儀
式
」に
つ
い
て
お
話
し
ま

す
。

　
「
御
大
礼
」は
天
皇
の
即
位
に
関
わ
る

一
連
の
儀
式
の
総
称
で
す
。即そ

く
い位（
践せ
ん
そ祚
）

し
た
新
帝
は
、
即
位
礼
か
ら
大だ

い
じ
ょ
う
さ
い

嘗
祭
・

大だ
い
き
ょ
う
饗
・
親し
ん
え
つ謁
な
ど
多
く
の
儀
式
を
行
い
ま

す
。

　

即そ
く
い
れ
い

位
礼
は
、新
帝
が
三
種
の
神
器（
鏡
・

剣
・
勾
玉
）
を
皇
位
継
承
の
徴
と
し
て

受
け
継
が
れ
、公
式
に
国
の
内
外
へ
即

位
を
宣
言
し
て
天
皇
の
御ぎ

ょ
ざ座
で
あ
る

「
高た
か
み
く
ら

御
座
」へ
登
ら
れ
る
威
風
堂
々
の
儀

式
で
す
。

　

次
に
大
だ
い
じ
ょ
う
さ
い

嘗
祭
は
一
世
に
一
度
行
わ
れ

る
神か

ん
な
め
さ
い

嘗
祭
で
、占
定
さ
れ
た
悠ゆ

き紀
・
主す

き基

の
二
国
よ
り
献
納
さ
れ
た
新
穀
を
神
前

に
供
え
、国
民
と
共
に
挙
行
さ
れ
る
最
大

の
重
儀
で
す
。君
主
制
の
国
で
は
、そ
れ

ぞ
れ
の
歴
史
や
文
化
に
よ
る
即
位
の
儀

式
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。日
本
で
は
天

皇
と
国
民
の
強
い
信
頼
と
敬
愛
に
基
づ

い
て
秋
祭
り
に
由
来
す
る
祭
祀
と
し
て

大
嘗
祭
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

大
嘗
祭
が
済
む
と
、大
だ
い
き
ょ
う饗
と
い
っ
て
、

お
供
え（
神し

ん
せ
ん饌
）の「
お
さ
が
り
」を
国
民

の
代
表
へ
分
け
ら
れ
国
民
と
共
に
喜
び

を
分
か
ち
ま
す
。お
祭
り
の
後
に
行
わ
れ

る「
直
会
」に
あ
た
り
ま
す
。ま
た
、こ
の

時
に
は
古
来
の
芸
能
・
舞
を
披
露
し
て
寿

ぎ
ま
す
。

　

最
後
に
、つ
つ
が
な
く
即
位
の
儀
式
を

終
え
ら
れ
た
天
皇
陛
下
は
、天
照
大
御
神

を
お
祀
り
す
る
伊
勢
の
神
宮
や
初
代
神

武
天
皇
、近
縁
の
天
皇
が
お
鎮
ま
り
に
な

ら
れ
る
御
陵（
み
さ
さ
ぎ
）に
自
ら
参
拝

さ
れ
ま
す
。ご
祖
先
の
神
や
歴
代
天
皇
方

へ
即
位
の
報
告
を
な
さ
い
ま
す
。こ
の
儀

を
親し
ん
え
つ謁

と
い
い
ま
す
。

　

冒
頭
申
し
上
げ
た
三
つ
の
神
勅
を
今

一
度
要
約
す
る
と

★
天
照
大
御
神
の
子
孫
が
日
本
の
君
主

神
しんとう

道の知識
いろいろ

と
し
て
栄
え
続
け
る
こ
と

★
八や
た
の
か
が
み

咫
鏡
を
天
照
大
御
神
に
接
す
る
事

と
同
様
に
祀
る
こ
と

★
人
々
の
食
の
糧
と
な
る
神
聖
な
田
の

稲
穂
を
授
け
る
こ
と

と
な
り
ま
す
。

　

天
照
大
御
神
か
ら
続
く
子
孫
が
皇
位

に
つ
か
れ
、伊
勢
の
神
宮
と
宮
中
の
御
殿

で
神
鏡
を
お
ま
つ
り
し
、稲
が
食
の
基
盤

で
あ
る
よ
う
に
、神
勅
の
精
神
が
受
け
継

が
れ
て
い
ま
す
。我
が
国
は
神
代
か
ら
の

約
束
事
や
歴
史
を
現
代
に
至
る
ま
で
伝

え
て
い
る
国
で
す
。そ
の
文
化
の
中
心
に

今
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
天
皇
陛
下
は
、ま
さ

に
日
本
と
い
う
国
の「
象
徴
」た
る
所
以

な
の
で
す
。長
く
続
け
来
た
れ
る
日
本
の

歴
史
・
文
化
を
御
代
替
わ
り
に
あ
た
っ
て

見
直
し
た
い
も
の
で
す
。

お
知
ら
せ

　
本
号
の
イ
ラ
ス
ト
は
、水
墨
画
家「
飯
塚

洋
三
」氏
に
ご
揮
毫
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
と
が
き

　

今
年
の
夏
は
、猛
暑
に
台
風
や
豪
雨
な

ど
自
然
災
害
の
多
い
夏
で
し
た
。

　

し
か
し
、秋
田
を
最
も
熱
く
し
た
の
は

金
農
旋
風
で
あ
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な

い
と
思
い
ま
す
。

　

芳
賀
氏
の
寄
稿
や
魁
紙
上
に
も
あ
り

ま
し
た
が
、金
農
は
我
が
秋
田
県
民
の
み

な
ら
ず
全
国
民
に
感
謝
と
感
激
、感
動
の

三
つ
の
感
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

正
に
金
農
は
こ
の
夏
の
三
感
王
と

言
っ
て
も
よ
い
で
し
ょ
う
。こ
の
教
訓
を

糧
に
何
事
に
も
粘
り
強
く
頑
張
る
子
供

た
ち
を
育
て
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

　

社
報「
香
雲
」も
第
５
号
を
数
え
る
に

至
り
ま
し
た
。皆
様
の
お
蔭
で
中
身
の
濃

い
機
関
誌
で
あ
る
と
称
賛
の
声
も
聞
か

れ
、う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

　

今
号
に
も
小
中
学
生
の
俳
句
・
川
柳
を

募
集
し
ま
し
た
ら
、合
計
五
百
十
三
句
の

応
募
が
あ
り
ま
し
た
。例
年
に
比
べ
審
査

の
先
生
を
悩
ま
せ
る
力
作
が
多
か
っ
た

よ
う
で
何
よ
り
で
す
。

　

あ
と
半
年
で
今
上
天
皇
の
ご
譲
位
に

よ
り
、平
成
時
代
か
ら
次
の
御
代
と
な
り

ま
す
。こ
の
機
会
に
国
民
こ
ぞ
っ
て
歴
史

を
共
有
し
、国
家
・
国
民
が
健
全
で
平
和

な
未
来
に
な
る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。

（
編
集
委
員
長　

上
村　

敦
記
）


